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Ⅱ 地域生涯学習 

 
夏休みジュニア科学教室（主催：夏休みジュニア科学教室実行委員会） 
 

 山口県内の産官学で組織された「夏休みジュニア科学教室実行委員会」は，将来に無限の可能性を持つ子

供たちに科学の面白さを知ってもらうため，大学や高専，企業の研究所などの協力と，山口県や山口県教育

委員会などの後援を得て，小学校５年生から中学校３年生を対象に「夏休みジュニア科学教室」を開講して

います。 

 本校では，平成２２年度に，次の２つの教室を開講しました。 

 

講  座  名 対 象 日 程 参加者数 講   師 

アニメを作ろう  
― プログラミングに挑戦 ― 小学5,6年生 

中学生 
7月31日 

13 名  奥本  幸 

銅と銀と金のメッキをしてみよう 13 名  大橋 正夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 アニメを作ろう― プログラミングに挑戦 ―                  銅と銀と金のメッキをしてみよう 

          

おもしろサイエンス in ソラール（主催：防府市青少年科学館） 

 

 防府市青少年科学館では，青少年の科学する心を育み，未来への夢や希望を抱かせるための体験型学習施

設として，種々の科学教育普及事業が行われ，その一環として，小・中学生，高校生に実験や科学工作など

を通して，科学的好奇心を刺激し，科学の不思議さや科学することの楽しさ・面白さを体感させるために，

小・中学校，高等学校，高等専門学校，大学，各種企業等の協力のもと，「おもしろサイエンスinソラール」

を開講しています。 

 本校では，平成２２年度に，次の２つの実験教室を実施しました。 

 

実 験 題 目 対 象 日  程 講   師 

金，銀，銅をメッキしてみよう 小学5年生以上 8月24日～ 8月25日 大橋 正夫 

アニメーションを作ろう 小学3年生以上 8月24日～ 8月25日 
奥本  幸 
原田 徳彦 
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Ⅳ  付 録 
 
特別研究促進費 
 
教育研究の競争的環境を創出し，本校における教育研究活動の活性化とその質の向上を図るとともに，地域社

会との連携の強化を推進することを目的として平成１４年度から導入されたもので，先端的，独創的な発想によ

り社会の要請に応える研究等に助成するものです。平成２２年度の採択状況は下記のとおりです。 

 (※研究代表者) 

プロジェクトの名称 プロジェクト担当者 期 間 

菌根菌の緑化資材化技術の開発 
一般科目 
※天内 和人 
 茶谷 正明(多機能フィルター) 

平成22～24年度

船舶模型を用いた荒天時の安定化に関する検討と制振

ダンパ装置の共同開発 

機械電気工学科 
※牧野 俊昭 
北風 裕教(大島商船) 

 新屋 慶二(ｼﾞｪｲ･ｱｰﾙ･ｼｰ特機) 

平成22年度 

強力超音波の応用に関する研究 機械電気工学科 鈴木 厚行 平成22年度 

GUIアプリケーション開発環境のためのクラウドシステ

ムの研究 
情報電子工学科 栁澤 秀明 平成22～24年度

Webテキスト抽出･活用方式および分野依存テキスト解

析･入力方式の研究 

情報電子工学科 
※高山 泰博、力 規晃 
 義永 常宏 

平成22～23年度 

グラフベース画像処理システムに関する基礎的研究 情報電子工学科 古賀 崇了 平成22～23年度

都市ゴミ溶融スラグを用いた鉄筋コンクリート部材の

性能評価に関する研究 
土木建築工学科 田村 隆弘 平成22～23年度

周南地域での「交通まちづくり」の適用可能性と取組み

の検討・評価 
土木建築工学科 目山 直樹 平成22年度 

『道の駅』のサービス向上のための評価指標及び 

地域振興モデルの開発 

土木建築工学科 
※熊野 稔、目山 直樹 
西尾 幸一郎 

平成22～23年度 

植生を有する開水路流れの乱流特性 土木建築工学科 渡辺 勝利 平成22年度 

エアレーション式腐食促進試験装置の開発と鋼材表面

凹凸形状の評価 

土木建築工学科 
※海田 辰将、大成 博文 
勇 秀憲(高知高専) 

平成22～23年度

超音波を利用した石炭灰の締め特性に関する研究 
土木建築工学科 
※上  俊二、桑嶋 啓治 
大内 光徳（井森工業㈱） 

平成20～22年度

（継続分） 

層状チタンニオブ酸塩の合成と機能材料としての性質 一般科目 大橋 正夫 
平成21～22年度

（継続分） 

学習意欲および学習成果を上げるために効果的な 
学習法の研究 

一般科目 
※高橋 愛、国重 徹 
 原田 徳彦 

平成21～22年度
（継続分） 

モデル理論、特にrosy構造の幾何的豊富度の研究 一般科目 米田 郁生 
平成21～22年度

（継続分） 

発見的手法を利用した構造物の知的モニタリングに関
する研究 

機械電気工学科 
※小田 和広、森﨑 哲也 

平成21～22年度
（継続分） 

光依存的地磁気感受メカニズムの解析 
機械電気工学科 
※北村 健太郎、天内 和人 

平成21～22年度
（継続分） 
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Ⅳ  付 録 
 

プロジェクトの名称 プロジェクト担当者 期 間 

新しい社会・経済的価値を生み出すイノベーション環境
・エネルギー技術の開発 

土木建築工学科 
※渡辺 勝利、大成 博文 
 原田 徳彦、小川 仁志 
 桑嶋 啓治、 

平成21～23年度
（継続分） 

Gridを用いた論理合成最適化についての検討 情報電子工学科 栁澤 秀明 
平成21～23年度

（継続分） 

学生寮における高専生の睡眠・覚醒リズム調査 

土木建築工学科 
※田村 隆弘、重村 哲至 
 米田 郁生、鈴木 厚行 
 西尾 幸一郎 

平成21～22年度
（継続分） 

グループホームにおける高齢者の睡眠・覚醒リズム調査
ー光･温熱などの環境要因に着目してー 

土木建築工学科 
※西尾 幸一郎 
 松原 斎樹(京都府立大学) 

平成21～22年度
（継続分） 

ヘーゲルの貧困問題をめぐる欧米の研究動向調査 一般科目 小川 仁志 
平成21～22年度

（継続分） 
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Ⅳ  付 録                         特別研究促進費報告 
 

プロジェクト名 強力超音波の応用に関する研究 

担 当 者 機械電気工学科 鈴木 厚行 

研 究 期 間 平成 22 年度 

研究成果の概要 

 

 

体圧を分散させるための褥瘡軽減ベッド用超音波リニアモータの開発を行った。超音波

モータは低速度領域で高トルクを発生し、静粛で、電磁波を発生しない等の特長を有して

おり、ベッド用モータに適している。本研究では２本のボルト締めランジュバン型振動子

を「レ」型に配置した超音波リニアモータを試作し、振動特性、負荷特性等について検討

した。また、超音波の印加によって金属の変形抵抗が低下する現象を利用した新しい衝撃

吸収装置を開発した。振動特性、衝撃特性等を測定し、超音波の印加によって衝撃が吸収

できることを確認した。 

 

プロジェクト名 周南地域での「交通まちづくり」の適用可能性と取組みの検討・評価 

担 当 者 土木建築工学科 目山 直樹 

研 究 期 間 平成 22 年度 

研究成果の概要 

 

 

 画像処理を利用した警報システムでは、犬や猫などのペットを認識し警報対象から外す

ための画像認識が必要であるが、組込み用のシングルボードで画像認識を行うことは、ボ

ードの性能上、難しい。そこで、本研究では、組込みシステムにおける画像認識処理を高

速化するための方法として、FPGA を用いた警報システムを提案し、警報システムを開発す

るための調査、および、検討を行った。 

 

プロジェクト名 植生を有する開水路流れの乱流特性 

担 当 者 土木建築工学科 渡辺 勝利 

研 究 期 間 平成 22 年度 

研究成果の概要 

 

 

流れによって変形しない直立性の植生を有する開水路流れの乱流特性を流速計測法、流

れの可視化法を用いて検討した。植生模型には直径 3mm 長さ 40mm の塩ビ溶接棒を使用

し、それらを 2。4cm 間隔で底壁面上に設置した。検討の結果、植生境界付近では、鉛直

方向、水平方向のレイノルズせん断応力が相対的に大きくなることが明らかとなった。こ

のせん断応力の生成には、流れ場に形成された縦渦構造が重要な役割を果たしていること

が明らかとなった。 

 

プロジェクト名 超音波を利用した石炭灰の締め特性に関する研究 

担 当 者 土木建築工学科 上  俊二、桑嶋 啓治、大内 光徳（井森工業㈱） 

研 究 期 間 平成 20～22 年度 

研究成果の概要 

 

 

 

本研究では超音波による細粒材料の締固め特性を明らかにする目的で、石炭灰、ケイ砂、

ケイ石粉のような細粒材料に対して従来法（振動・打撃）と超音波法による締め固め試験

を行った。その結果、従来の振動・打撃法に比べ、超音波法による締固めの方が試料の密

度、貫入抵抗値とも 10～20 倍程度増大しており、試料(粒度分布)の相違による照射時間、

照射距離、試料層厚等の関係を明らかにした。また、超音波法による細粒材料の締固め方

法がコスト面および環境面においても優れており、実用化の可能性があることを明らかに

した。 
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Ⅳ  付 録                         特別研究促進費報告 
 

プロジェクト名 層状チタンニオブ酸塩の合成と機能材料としての性質 

担 当 者 一般科目 大橋 正夫 

研 究 期 間 平成 21～22 年度 

研究成果の概要 

 

 

 

先に、層状の結晶構造をもつチタン酸塩誘導体が、二次電池の正極活物質として利用可

能であることを見出し、報告した。本研究では、先の報告とは異なった構造をもつチタン

ニオブ酸塩、ニオブ酸塩およびチタン酸塩を取り上げた。それぞれの試料のリチウムイオ

ン交換生成物について、いずれもリチウム二次電池正極活物質として利用可能であること

を確認することができた。また、これら試料のチタンニオブ酸塩誘導体とチタン酸塩誘導

体は、光触媒としても利用可能であることを新たに見出した。 

 

プロジェクト名 学習意欲および学習成果を上げるために効果的な学習法の研究 

担 当 者 一般科目 高橋 愛、国重 徹、原田 徳彦 

研 究 期 間 平成 21～22 年度 

研究成果の概要 

 

 

本校低学年を対象に英語に対する学習意欲及び学習態度についてのアンケート調査を

実施し、その回答を外部実力試験(ACE)の成績とともに検討を加えた。その結果、特に 2
年生では「中だるみ」現象が、また全体的には二極化現象がおこっていることが分かった。

調査結果から英語に対する関心が英語学習の動機づけを高めることが確認されたことか

ら、英語多読のような英語および英語圏への文化への関心を高める学習法がよりよい動機

づけにつながると考えられる。 

 

プロジェクト名 モデル理論、特にrosy構造の幾何的豊富度の研究 

担 当 者 一般科目 米田 郁生 

研 究 期 間 平成 21～22 年度 

研究成果の概要 

 
 幾何的豊富度とは構造に与えられる自然数であり，平面曲線の多様性が増すほど，豊富

度の度数は大きくなる。豊富度１，２の構造について，ほぼ研究が終了しており，本研究

では豊富度３の構造の構成を目指しつつ，豊富度３の複雑な定義の簡素化を目指した。 
平成２１年度に発見した，簡素化した条件は豊富度３の定義より強い事が分かった。 

平成２２年度の研究で，この簡素化した条件は，豊富度２と３の中間にあたる条件であ

る事が分かり，強い豊富度３の定義を発見する事に成功した。 

 

プロジェクト名 発見的手法を利用した構造物の知的モニタリングに関する研究 

担 当 者 機械電気工学科 小田 和広、森﨑 哲也 

研 究 期 間 平成 21～22 年度 

研究成果の概要 

 

 

 

 無限板に複数のき裂が存在する場合のき裂検出方法について検討した。平板にき裂が存

在すると想定される領域を囲むように、20 箇所程度のひずみ測定を行い、その情報に基

づいて、コンピュータでき裂探索処理を実施した。知的探索手法として、鳥の群れが餌を

探す行動に基づいた PSO（群知能最適化）を適用した。提案する手法により、２～４個の

複数き裂の探索が効率的に実行できることが明らかになった。その他、圧電素子を用いた

簡易非破壊検査装置の開発も行った。 
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Ⅳ  付 録                         特別研究促進費報告 
 

プロジェクト名 光依存的地磁気感受メカニズムの解析 

担 当 者 機械電気工学科 北村 健太郎、天内 和人 

研 究 期 間 平成 21～22 年度 

研究成果の概要 

 

 

 

本研究では、生物の磁気感受性を担うと指摘されている Cry タンパク質の機能解析を行

うために、ショウジョウバエを対象とした実験装置を製作し、予備実験を行った。Cry タ

ンパク質は、生物の光感受や概日周期に関与するタンパク質としても知られており、本研

究では Cry タンパク質の光依存性に関しての実験を行った。5[G]、230-240[lux]下で 20
時間学習させたハエに関して、実験装置を用いて嗜好指数を求めたところ、最大 0。5 ポ

イント程度の有意な値を示した。このことより、本研究での予備実験に於いて、ショウジ

ョウバエが磁場を学習していることが示された。 

 

プロジェクト名 学生寮における高専生の睡眠・覚醒リズム調査 

担 当 者 土木建築工学科 田村 隆弘、重村 哲至、米田 郁生、鈴木 厚行、西尾 幸一郎 

研 究 期 間 平成 21～22 年度 

研究成果の概要 

 

 

 

学生寮の睡眠環境改善に向けた基礎的知見を得ることを目的に、高専生に対する睡眠健

康調査や寮生の睡眠覚醒リズム測定をおこなった。その結果、明らかになったことを抜粋

して示すと次の通りである。1)通学生と寮生との比較では、寮生の方が全体的に良好であ

り、自休日での睡眠の乱れが小さく、居眠り・うたた寝の頻度が少なかった。2)同室者の

有無での比較では、同室者有りの場合に入眠時刻の後退、夜間の睡眠時間の減少などが認

められた。また、授業中の居眠りが認められ、授業態度等にも大きな影響を与えているこ

とが確認された。 

 

プロジェクト名 ヘーゲルの貧困問題をめぐる欧米の研究動向調査 

担 当 者 一般科目 小川 仁志 

研 究 期 間 平成 21～22 年度 

研究成果の概要 

 

 

 

 世界の貧困問題については、コスモポリタニズムをはじめとする欧米の様々な政治哲学

的立場から解決が模索されている。そして、そのベースにヘーゲルの思想も位置付けられ

ることが判明した。その鍵を握るのが、スティーヴン・マセドの「リベラル・ヴァーチュ

ーズ」概念である。 
今後はこれを「グローバル・ヴァーチューズ」という形で敷衍することによって、新たな

展望を見出していきたいと考える。 

 


























